
問 

　
「
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
新
制
度
」
が
平
成
27
年

度
か
ら
本
格
施
行
と
な
る

が
、
市
立
保
育
所
幼
稚
園

の
運
営
の
あ
り
方
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

答 

　

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど

も
園
が
改
善
さ
れ
、
こ
れ

ま
で
幼
稚
園
は
学
校
教
育

法
、
保
育
所
は
児
童
福
祉

法
と
別
々
の
制
度
に
よ
り

定
め
ら
れ
て
い
た
認
可
基

準
や
財
政
措
置
が
一
本
化

さ
れ
る
。
市
内
の
公
立
保

育
所
幼
稚
園
は
、
認
定
こ

ど
も
園
制
度

を
活
用
し
、

遠
野
保
育
協

会
に
運
営
を

お
願
い
し
た

い
と
考
え
、

協
議
を
重
ね

て
い
る
。

問 

　

遠
野
わ
ら

す
っ
こ
プ
ラ

ン
の
推
進

で
、「
子
育

て
す
る
な
ら

遠
野
」
と
あ

る
が
、
特
筆

さ
れ
る
こ
と

は
ど
ん
な
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
る
か
。

答 

　

平
成
26
年
度
事
業
の
う

ち
、「
子
育
て
す
る
な
ら

遠
野
」
と
し
て
特
に
力
を

入
れ
て
取
り
組
む
も
の

は
、
不
妊
治
療
の
支
援
事

業
の
拡
充
と
学
力
向
上
対

策
事
業
の
推
進
が
挙
げ
ら

れ
る
。
学
力
向
上
対
策
事

業
に
つ
い
て
は
、
教
育
長

を
本
部
長
と
す
る
「
子
育

て
す
る
な
ら
遠
野
推
進
本

部
」
を
立
ち
上
げ
、
取
り

組
み
を
加
速
さ
せ
た
い
。

問 

　

遠
野
市
保
育
協
会
の
職

員
は
約
２
６
０
名
だ
が
、

正
規
職
員
は
約
３
分
の
１

で
臨
時
職
員
比
率
が
高

い
。
こ
の
現
状
が
良
好
と

言
え
る
の
か
。

答 

　

正
職
員
の
割
合
を
高
め

て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る

が
、
保
育
協
会
と
し
て
も

将
来
の
経
営
上
の
見
通
し

に
立
っ
た
運
営
が
な
さ
れ

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

問 

　

老
朽
化
し
た
放
置
空
き

家
が
社
会
問
題
と
な
っ
て

い
る
。
適
切
な
管
理
が
行

わ
れ
て
い
な
い
空
き
家
等

が
、
防
災
、
衛
生
、
景
観

等
で
地
域
住
民
の
生
活
環

境
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
が
、
そ
の
対
策
は
。

答 

　
「
遠
野
市
空
き
家
等
の

適
正
管
理
及
び
有
効
活
用

に
関
す
る
条
例
」
制
定
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
き

た
。
政
府
に
お
け
る
議
員

立
法
の
法
案
が
示
さ
れ
て

お
り
、
法
案
が
確
定
し
て

か
ら
こ
れ
ま
で
準
備
し
て

き
た
内
容
を
活
か
し
、
対

応
し
て
い
き
た
い
。
市
内

の
空
き
家
は
平
成
25
年
６

月
調
査
に
お
い
て
３
８
２

件
で
、
う
ち
廃
屋
、
危
険

家
屋
は
65
件
で
あ
る
。

問 

　

空
き
家
等
の
有
効
活
用

に
当
た
っ
て
、
空
き
家
が

放
置
さ
れ
て
管
理
不
全
に

な
る
前
に
こ
れ
を
有
効
活

用
し
、
観
光
、
交
流
、
定

住
の
促
進
等
を
図
る
こ
と

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答 

　

居
住
可
能
な
空
き
家
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開

し
、
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
金

を
活
用
し
な
が
ら
移
住
希

望
者
に
提
供
し
て
い
る
。

今
後
は
、
空
き
家
情
報
を

一
元
化
し
、「
遠
野
空
き

家
バ
ン
ク
」
を
整
備
し
、

移
住
者
の
増
加
を
図
っ
て

い
く
。

廃
屋
・
空
き
家
対
策
等
の

取
り
組
み
は

菊池　邦夫 議員
（新興会）

一問一答方式 一括質問方式

子育て支援の
対応策は

　

規
制
緩
和
の
大
き
な
流

れ
が
、
農
業
・
労
働
・
医

療
の
分
野
へ
と
大
き
く
動

き
始
め
、
農
業
分
野
に
お

い
て
は
新
基
本
計
画
が
示

さ
れ
、
新
た
な
農
業
・
農

村
政
策
が
展
開
さ
れ
る
。

国
の
成
長
戦
略
進
化
の
た

め
に
と
、
規
制
改
革
会
議

に
続
き
、
産
業
競
争
力
会

議
で
は
農
協
・
農
業
委
員

会
・
農
業
生
産
法
人
の
あ

り
方
を
明
記
し
、
今
ま
で

に
な
い
改
革
が
強
力
に
図

ら
れ
る
。

１
．農
地
中
間
管
理
機
構

創
設
に
伴
う
行
政
負
担
の

増
加
に
、
ど
の
よ
う
に
対

処
し
て
い
く
か
。

２
．経
営
所
得
安
定
対
策

と
、
米
政
策
の
見
直
し
に

伴
う
産
地
の
位
置
付
け
を

高
め
る
た
め
の
表
敬
訪
問

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
の
重
要

性
が
高
ま
っ
て
い
る
。
今

後
ど
の
よ
う
に
対
処
し
て

い
く
か
。

３
．日
本
型
直
接
支
払
制

度
の
創
設
に
伴
い
、
地
域

格
差
を
生
じ
さ
せ
な
い
取

り
組
み
の
必
要
性
に
よ
る

財
源
確
保
を
含
め
、
今
後

ど
の
よ
う
な
工
程
を
組

み
、
具
現
化
し
て
い
く
の

か
。

問 

　

農
地
中
間
管
理
機
構
か

ら
、
多
く
の
業
務
が
市
に

委
託
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
人
的
・
財
政
的
に
負

担
が
急
増
す
る
こ
と
が
想

定
さ
れ 

る
が
、
ど
の
よ
う

に
対
処
し
て
い
く
か
。

答 

　

農
業
を
足
腰
の
強
い
産

業
に
し
て
い
く
た
め
の
産

業
政
策
と
、
農
業
の
有
す

る
多
面
的
機
能
の
維
持
・

発
揮
を
図
る
た
め
の
地
域

政
策
を
一
体
的
に
推
進
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
、
農

地
の
加
速
度
的
取
り
組
み

の
推
進
は
、
高
齢
化
が
進

む
当
市
に
お
い
て
も
担
い

手
育
成
の
有
効
な
施
策
と

し
て
、有
益
的
に
活
用
し
、

課
題
解
決
を
図
っ
て
い
き

た
い
。
事
業
は
国
・
県
の

負
担
と
な
る
が
、
業
務
は

地
域
の
農
業
を
熟
知
し
て

い
る
農
業
委
員
会
・
機
関

団
体
と
連
携
し
、
取
り
組

み
た
い
。　

問 

　

日
本
型
直
接
支
払
制
度

が
地
域
間
で
格
差
を
生
ま

な
い
よ
う
、
全
て
の
地
域

で
活
動
計
画
を
策
定
し
、

取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る

が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
。

答 

　

４
つ
目
の
改
革
で
あ
る

農
業
の
多
面
的
機
能
の
維

持
・
発
揮
の
た
め
の
地
域

活
動
や
営
農
活
動
に
対

し
、
支
援
す
る
た
め
創
設

さ
れ
た
。

　

農
地
管
理
の
負
担
軽
減

を
図
る
必
要
か
ら
、
地
域

ぐ
る
み
で
の
取
り
組
み
を

推
進
す
る
当
該
制
度
の
活

用
は
、
必
須
の
も
の
と
考

え
て
い
る
。

　

多
く
の
地
域
で
の
取
り

組
み
が
で
き
る
よ
う
、
農

地
維
持
支
払
い
の
地
区
拡

大
を
重
点
的
に
行
い
、
資

源
向
上
支
払
へ
の
活
動
の

拡
充
を
誘
導
す
る
手
法
で

進
め
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
再
生
維
持
に
つ
な
げ

た
い
。

新
た
な
農
業
・
農
村

政
策
の
展
開
は

菊池　由紀夫 議員
（新興会）

農地中間管理機構と
直接支払制度は

寒さに負けず外遊びを楽しむ子どもたち 大切にしたい遠野の田園風景

21 20とおの議会だより とおの議会だより

市政を問う 市政を問う
（文責本人） （文責本人）


